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柔軟に発展していく年に… 
校長  小菅 みちる 

 

新しい年を迎えました。今年もよろしくお願いいたします。 

 

さて、今年の「干支（えと）」は「乙巳（きのとみ）」です。突然「きのとみ」と言われて

も「？？？」と思う人もいるかもしれません。「干支」というと、一般的には「ね、うし、と

ら、う、たつ、み…」という、動物を連想しがちですが、実はこれらの動物は干支ではない

のです。もちろん知っている人もいると思いますが、「干支（えと）」とは、「十干十二支（じ

っかんじゅうにし）」を省略した言葉です。 

「十干（じっかん）」とは古代中国で生まれた考え方で、10日間を一区切りにして、その

10日間の 1日ずつに名前を割り付けています。それが「甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、辛、

壬、癸」という 10個の要素で、これらで成り立っているのが「十干」です。 

「十二支（じゅうにし）」はもともと「年」を数えるための言葉として中国で生まれたよう

です。みなさんもよく知っている「子、丑、寅、卯、辰、巳、午、未、申、酉、戌、亥」の

12文字。これらには動物があてはめられていますね。日本で十二支が広まった頃には「年」

だけでなく「月」や「時刻」を数える言葉として使われていました。（日本の怪談話で幽霊が

出る真夜中の時間を「草木も眠る丑三つ時」というのですが…聞いたことありませんか？） 

まとめると「十干十二支（じっかんじゅうにし）」つまり「干支」は、十干の 10の要素と

十二支の 12 の要素を組み合わせることで「年」の呼び方であるということです。そしてこ

の「干支」は、組み合わせて 60通りの年号を作り出す暦法です。 

 

前置きが長くなってしまいました。 

上述したように今年の「干支」は「乙巳（きのとみ）」です。「乙」は草木がしなかやかに

伸びる様子や横へと広がる意味を持ち、「巳」は神様の使いとして大切にされてきた動物、脱

皮を繰り返すことから不老不死のシンボルともされているとのこと。そのため「乙巳」の年

は、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」年になると考えられます。 

このことは、70周年を迎えた石川台中学校が、「歴史ある大切な根幹の部分は変わらず持

ち続け、時代の変化に柔軟に対応しながら成長していく」ことにつながるのではないかと感

じずにいられません。でも、何もしなかったら何も変わらないでしょう。自分自身がアクシ

ョンを起こすことが重要です。大切なことは何かをしっかりと見極め、どう対応していくか

を考え、そして自ら行動を起こして、３学期を締めくくってほしいと思います。3 年生は進

路を決める大切な時期ですね。2年生は、3 学期を 3年生の 0学期ととらえてください。1

年生はもうすぐ先輩になる心づもりをしましょう。 

みなさんにとって、この１年が柔軟に発展していく年になりますように…。 

 



 

●  ● ● 保護者のみなさまへ ● ● ● 

大田区立学校こどもポスター作成 協力のお願い 

 

大田区では、平成２４年に、「おおたの子どもポスター」を策定し、以後１２年間、校内に

掲示して意欲あふれる学びの場をつくることに取り組んでまいりました。このたび、おおた

教育ビジョン（第４期大田区教育振興基本計画）に基づき、こども、教師、保護者の姿を示

した「大田区立石川台中学校こどもポスター」（以下、こどもポスター）を策定することにな

りました。それに伴い、本校保護者のみなさまからアイデアを募集いたします。 

 

現行【おおたの子どもポスター（中学校用）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改定案【大田区立石川台中学校こどもポスター】 
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前回のポスターとの大きな違いは、「学校ごとにポスターを作成する」ということです。教

室を「笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す力を育てる学びの場」となるよう、現在、

生徒・教職員もそれぞれアイデアを出し合い、標語を検討中です。保護者のみなさまも是非、

「保護者・地域がどのようにしてこどもの学びを支えるか」についての標語をご検討くださ

い。その際、キーワードとして「早寝・早起き・朝ご飯・家族・夢・希望」等を参考にして

いただけたらと思います。 

以下に、本校の教育目標を改めて提示させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

学校経営方針については、お手数ですが、ホームページでご確認いただきますよう、お願

いいたします。 

みなさまからご提出いただきました標語は、父母と教師の会役員及び学校運営協議委員と

相談・協議の上、３つ程度決めさせていただく予定です。決定したものは学校だより３月号

で通知いたします。また、標語決定後は、本校のこども、教師、保護者・地域の三者で策定

したこどもポスターとして教室等に掲示し、三者の果たすべきことを明確にすることで、こ

どもが真剣に学び、教師がこどもに寄り添って教え、保護者・地域が学びを支える学びの場

づくりを推進してまいります。 

標語のアイデアにつきましては、学校だより１月号の感想記入欄に書き込めるようにして

おりますので、切り取ってご提出ください。締切は１月２４日（金）とさせていただきます。

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【学校だより１２月号 保護者感想など】 

何人かの保護者の方からコメント等いただきました。ありがとうございました！！ 

 

○心の底から自然に出てくる言葉は、どんなにシンプルなものであってもまっすぐに相手に

届くと感じます。「心の底からの自分の言葉」を、これからも皆さんに大切にしていただ

きたいと思いますし、私達大人も、常にそれを意識して、子供達にそうした背中を見せて

いくことができたらと思っております。 

○少し前に、体操服姿の息子を見送る際、60歳くらいの方に「運動会はいつ?」と突然う 

れしそうに話しかけられました。自身が卒業生とのことでした。少し驚きましたが、地域 

の方が見守ってくださることに感謝するとともに、石中の歴史を感じました。次の 10年 

も引き続き学校と地域が一体となって、よりよい学校になることを願っております。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・き り と り・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

学校だより 1 月号    感想などありましたらお書きください。お名前を伏せて掲載させていただくことがございます。 

 

 

 

大田区立石川台中学校こどもポスター 標語アイデア（保護者）締切：１月２４日（金） 

「保護者・地域は、こどもの学びを支えます」 キーワード【早寝・早起き・朝ご飯・家族・夢・希望 等】 

○ 

○ 

○ 

                      年  組 生徒氏名           

【石川台中学校 教育目標】 

○思考力に富む生徒を育てる。 

○実行力のある生徒を育てる。 

○情操の豊かな生徒を育てる。   

を受け、「これからの社会に貢献する人間性豊かで品格あるたくましい人」を育てる。 

 



 

石中みかんを地域の皆様に味わっていただきました 
 

１２月１６日（月）の昼休み、ＫＦＣプロジェクトとして、２年生生徒会役員と学級委員メ

ンバーでみかん狩りを行いました。今年のみかんは数が少なく全校生徒の給食のためには不

足してしまう状態だったため校内の講師の先生や職員の方々、近隣地域の皆様や、近隣の小

学校（洗足池小、東玉川小）、近隣の役所（千束特別出張所）などに配布させていただきま

した。収穫はＡ組の皆さんも協力してくれました。 

ご近所の方からは翌日お礼のお手紙をいただきました。手紙の中で「石川台中のみなさ

ん、昨日はおいしいみかんをありがとうございました。私は８０歳になりますが、自分の息

子も石川台中を卒業しました。これからもすてきな音楽を響かせてください。寒くなりまし

たから、お身体に気を付けて。」とありました。音楽とは吹奏楽の演奏や合唱の歌声なのか

と想像しますが、地域の方より感謝の手紙をいただき、日頃の生徒の活動をあたたかく見守

っていただいていることに改めて学校としてもありがたく思いました。これからも近隣の皆

様に石中生が貢献できるよう頑張っていきたいと思います。協力していただいた生徒の皆さ

んもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

校内書初め展がはじまりました 
 

１月１４日（火）校内書初め展が始まりました。廊下に書初め作品を展示しています。生

徒の皆さんの力作を展示しています。 

＜課題内容＞ 

１年生 楷書「庭の月影」  行書「発展途上」 

２年生 楷書「朝日が昇る」 行書「郷土の誉れ」 

３年生 楷書「志を遂げる」 行書「穏やかな海」 

ご来校の際や、2月の学校公開週間の教科作品展（２月８日～２月１４日 ※９日を除

く）でどうぞご覧ください。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎表彰の記録◎ 
 

◆令和６年度大田区立小・中学校 人権啓発作品展 12/８ 

 

奨励賞 ポスターの部            

2年生                  1年生        

「否定しないで あなたは独りではないよ」  「僕たちみんなが 心のメガホンを」 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◎表彰の記録◎つづき 

◆令和６年度大田区立小・中学校 人権啓発作品展 12/８ のつづき 

 

奨励賞 標語の部    

「あたりまえ その感覚は あなただけ」 3年生  

「みな違う だから世界は 美しい」   3年生  

 

奨励賞 習字の部 

   1年生               1年生  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

◆令和６年度中学生の税についての作文 12/1０ 

 

大田区長賞             3年生 

雪谷納税貯蓄組合連合会名誉会長賞  ３年生 

 

 

 

◆令和 6年度 第１２回大田区図書館を使った調べる学習コンクール １２／２５ 

参加作品が表彰されました。 

       ＜作品タイトル＞ 

３年生  「双子座について」 

２年生  「星形の角度と一筆書きできるかの関係」 

      「渋沢栄一について」 

      「勝海舟の活躍にせまる！！」 

１年生  「蚊の鳴き声はどこから？ ～あのイライラする鳴き声の正体とは！？～」 

      「リニアモーターカー時速５００㎞の秘密」 

 

 

◆平成 6年度 第７５回東京都中学校連合演劇発表会 １２／２８ 

 

優秀賞   演劇部上演 「花咲く庭を」 

 

  ※演劇部は大田区代表として都大会の発表会に出場し上演しました。 


